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論文審査の要旨 

 

III期非小細胞肺癌は予後不良であり、手術適応とならない症例に対しては、化学

療法と放射線照射の同時併用が標準的に施行されている。このとき、照射線量につい

てはこれまで用いられてきた 60Gyに対してより高い線量を照射する試みがなされてい

るが、その効果と有害事象との評価は充分とは言えなかった。本研究では、66Gy照射

における治療効果とその際の有害事象について検討を行っている。 

カルボプラチン・パクリタキセル同時投与併用の 66Gy放射線照射を 3次元治療計

画に基づいて施行した 46例の III期非小細胞肺癌について検討を行った。その結果、

IIIA期・IIIB期の 3年および 5年全生存率は 52.2%および 34.0％であり、同様のプロ

トコールで 60Gy照射を施行した RTOG研究の III期生存率を上回った。一方、有害

事象は Grade 2以上の肺臓炎が 37.6％に見られ、うち 2例は grade 5であったが、照

射前に線量体積ヒストグラム解析を施行することで軽減が可能と考えられた。 

以上のように、カルボプラチン・パクリタキセル同時投与併用の 66Gy放射線照射は

III期非小細胞肺癌非切除症例の予後改善に有用であることが示唆され、有害事象も

線量体積ヒストグラム解析を用いることで許容範囲に抑制可能と考えられた。本研究に

より得られた知見は非小細胞肺癌の治療において非常に重要であると考えられる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに放射線治療学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。 
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